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＜連絡事項＞
なし
＜患者様連絡事項＞
・金　留示子様～他者（坂本福子様）に衣類をあげる行為あり。病棟ルールも知っていながらあげたとのこと。ルールつまり約束事が守れないとは信頼関係が保てない事である事を説明しご理解を求めています。
・小笠原　文人様～兄からジュース、菓子類の差し入れがありました。
・下妻　康貴様～排便-5日にて継続指示、便秘時ピコスルファートナトリウム内用液10～15滴の指示と処方を頂いています。
・竹林　忠志様～市役所生活福祉課から連絡あり。外泊訓練においてくれぐれも通帳

の金銭を過金しない様お伝えくださいとのこと（詳細カルテ参照）。
　　　　　　　　外泊訓練終了後、またリモート面会を予定したいと連絡ありました。
・板橋　利美様～腎臓病食カロビタンキウイ味、朝1本から開始。今日は昼に飲用しています。ご本人は味が苦手と話されている為1日1本から開始しています。飲めずに残した際は病棟に持ち帰り、おやつの時間に飲むよう配慮していきましょう。
コップへの水汲みや入浴後の軟膏塗布で依存的様子あり。自立を促す対応としてスタッフ間で統一した対応をお願い致します。
本日入浴拒否していますが、来週からは（水）、（金）で入浴するとのことです。
本日8:15兄様来院され、生活保護収入書類確認、通帳コピーし、年金の通知書については最新のものは確認できなかった為、市役所へ確認しています。介護保険のコピーも行い、8月分が記載してある通帳のコピーを使用し、今から書類作成、調整する為、10/11の期限までに間に合わない可能性ある事市役所に伝えて了承頂いています。
＜要注目患者様情報＞
・小豆畑　裕介様～幻聴に左右された行動や言動なく過ごしています。
・高橋　義明様～自室の布団内にチラシを多量に隠し持っています。新聞、チラシをホールから持ち出さないよう観察するとともに、各勤務でベッド周囲の確認し、廃棄対応してください。
・板橋　利美様～自立を促す対応に不満言動あり。退院後の生活のためである事をご理解いただけるよう対応して得行きましょう。
・民部田　和哉様～使用時間ではないのに浴室のドアを開ける行為、退院ではないのに賃貸住宅のチラシについて相談してくるなど、現状と合わない行動や言動がみられています。不穏や希死念慮などの感情コントロールの状況に注意を払っていきましょう。
・小笠原　文人様～廊下のコンセントでシェーバーを充電する行為がありました。普段とは違う行動に注意して観察していきましょう。
＜歯科受診情報＞
・出河　攻様～義歯調整中。次回10/14（金)予定。
・小豆畑　裕介様～次回10/14（金)予定。
・小笠原　文人様～次回10/14（金)予定。
・金　留示子様～次回10/14（金)予定。
＜深澤Dr診察情報・ケース検討＞

・下妻　康貴様～ご両親が難聴の為に架電中の声が大きくなり、易怒的に聞こえてしまったと主治医に説明している。主治医は受容、共感的に対応したうえで、大人として買い物を両親に依存しないことや思いがけずに大声の怒り口調様になってしまうこと、他患者様に勘違いされて、誤解を招くことのない様に気をつけていきましょうと説明あり。幻聴や妄想、はなし。
・五日市　規様～表情穏やかに診察を受けている。妄想言動なく、苦痛症状の訴えなし。
＜田名部Dr診察情報・ケース検討＞

・板橋　利美様～西病棟と違いスタッフの自立を促す対応が厳しいと言う。「前の病棟はすべてやってくれていたのに・・・」と話され、主治医からは退院後の生活を意識していく病棟であり、自立を意識して行っていく事が必要と説明あり。すぐに了承出来ている。今後、ステロイドや抗生物質を減薬して行く事も説明している。
・金　留示子様～最近の状況は気持ちの焦りがあり落ち着かないと訴える。夜間は良眠できており、落ち込みは強くないと話される。臨時薬7日分同処方継続。
・小豆畑　裕介様～幻聴について尋ねると「耳の鼓膜と同期した感じ」「頻度は分からず、少し眩暈もする」と訴える。思った事に合わせた幻聴で「納税について、固定資産税についての内容が聴こえる」との訴えあり。臨時薬コントミン（25）3Ｔ 3×1/各食後→クエチアピン（100）3Ｔ　3×1/各食後に変更となる。他同内容で7日分処方となる。
・民部田　和哉様～主治医に尋ねられると希死念慮は今はないと話されている。再度そのような気持ちになった際は、窓を開ける前にスタッフに伝えるよう主治医から説明あり。診察でも岩手県二戸郡のアパート物件情報を見せたり、立体マスクを購入するための外出をしたいなどの要求あり。主治医から今は退院が目標であり、決まってからどうするかを考える事と説明。現在必要なことは？という質問に対しては、自ら「気持ちを落ち着ける事」と話す事は出来ている。食事の変更希望あり、朝夕の主食は食パン、昼食は米飯と明日から変更となる。
・小坂　君子様～主治医に調子を尋ねられると「仕事、出来なくなりました」と答えている。内容を問われると自分の周りの片付けや作業で指輪を作っていた事を話している。身体的な苦痛症状はなし。
・三浦　みよ子様～現在、自宅の片付けに時間と金銭的な負担とで退院の日が延長している事を主治医に報告している。主治医より日常生活について問われると「変わりないです」と穏やかに話される。
・三浦　綾子様～主治医から青山荘の体験外泊について確認されると、「外泊に行く為の外出もしたいです」と話されている。幻聴持続しており臨時薬ブロムペリドール（3）1×1/朝食後、ブロムペリドール（6）1×1/夕食後と、夕食後のブロムペリドールを3ｍｇから6ｍｇに増薬して処方となっている。薬剤情報希望あり発行している。
・畑中　成夫様～先日の男性患者様とのトラブルの内容を訴えている。どうしてもあざけ笑っている様に感じ大声で叫んだという。書き物は進んで編集にお金がかかる、障害年金、青山荘についてとやや非現実的な内容など多様に話している。異性に関連した訴えはなし。
・高橋　義明様～主治医に、夜間電気を点けない様にと言われると「はい」「はい」と答えている。夕食後薬服薬時には水を飲まないよう注意する事に対しても「はい」と穏やかに返答。体操は「あんまり・・・」と正直に答えている。幻聴についても「あまりない」と返答している。
・池田　康憲様～9/29の心電図結果としては異状なしであること、また今月の血液検査結果では肝硬変の進行はないが、血糖値が高値となっている為、間食には注意していくよう説明あり。診察時も妄想言動なし。臨時薬同内容7日分処方あり。カレンダーセット出来ないが間違いなし。
・吉田　守幸様～左臀部の褥瘡を継続して処置している事を報告。また金銭問題で兄は自宅への退院を要求しているが、おいらせ町の役場保健師からの連絡で、兄に、施設入所を理解して頂くための面談の機会を持つ予定である事を主治医に報告。主治医からはご本人へも施設入所に向けて進めていることを説明している。
・太田　富夫様～夜間は就床前薬を早く服用しているので3:30には覚醒してしまうと話される。主治医の指示にて21:00に服用する事で了承している。
　　　　　　　　臨時薬同内容7日分処方あり。
・高橋　伸治様～右手の突っ張りは軽減したと話される。不調の訴えなし。
・久保　興介様～時々ニヤつきみられるが日課には大きな支障ない事を報告。主治医に他者とのトラブルについて質問を受けると、最近はトラブルありませんと穏やかに話している。主治医から処方内容が、フルメジンからブロムペリドールに変更している説明あり了承している。
